
ひまわり（貝ノ川　７月１日撮影）



  被災建築物応急危険度判定とは、地震で被災した建物について、余震で倒壊するなどの危険性があ

るかどうかを判定して表示を行うものです。

  大きな地震が起きると建物は少なからずダメージを受け、倒壊は免れていても地震に対する強さが弱

まっている可能性があります。このため、被災者がそのまま家にいていいのか、避難所に避難した方が

いいのかなどを判断するため行います。

ご存じですか？

ご存じですか？

被災建築物応急危険度判定【建築物の確認】

判定結果は３種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。

ステッカーはそれぞれＡ３サイズです。

この建物は使用可能です この建物に立ち入る場合は

十分に注意してください

この建物に立ち入ることは

危険です

被災宅地危険度判定【宅地の確認】

  被災宅地危険度判定とは、大規模な地震や大雨などで、宅地が被災を受けた場合に、宅地の

被害状況（擁壁や斜面等）を把握したうえで危険度を判定し、二次被害の軽減・防止を図ろうと

するものです。

  当該宅地の使用者・居住者だけでなく、宅地の付近を通行する歩行者に対しても安全である

かどうかを識別できるようにします。

判定結果は３種類のステッカーを現地の見えやすい場所に貼り付けて表示します。

ステッカーはそれぞれＡ３サイズです。

この宅地の被災程度は

小さいと考えられます

この宅地に入る場合は

十分に注意してください

この宅地に立ち入ることは

危険です

（緑） （黄） （赤）

（青） （黄） （赤）



【
災
害
へ
の
備
え
】

　      

避
難
に
つ
い
て（
避
難
所
変
更
）

 
 

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど

に
よ
っ
て
身
の
危
険
を
感
じ

た
場
合
は
、
最
寄
り
の
安
全

な
施
設
（
集
会
所
、
親
類
や

近
所
の
住
宅
）
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

 
 

ま
た
、
自
宅
か
ら
の
移
動

が
危
険
と
思
わ
れ
た
場
合
は
、

自
宅
の
裏
山
側
の
部
屋
を
避

け
、
２
階
な
ど
に
避
難
を
お

願
い
し
ま
す
。

 
 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
津

野
町
が
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上

（
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
な
ど
）
を
発
令
し
た

場
合
に
開
設
す
る
避
難
所
に

つ
い
て
、
今
ま
で
開
設
し
て
い

た
避
難
所
で
は
、
感
染
症
対

策
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
、
下
記
の
場
所
に
変
更

し
て
い
ま
す
。

避難時における新型コロナウイルス感染症対策も含めた注意点

①
自
宅
や
周
辺
の
状
況
を
確
認

　
　

し
、　

安
全
が
確
保
で
き
る
か

　
　

事
前
に
検
討
す
る
こ
と
。

　
　

※
避
難
勧
告
等
に
よ
る
避
難

　
　
　
　

の
お
知
ら
せ
は
、　

危
険
な

　
　
　
　

場
所
か
ら
避
難
す
る
タ
イ

　
　
　
　

ミ
ン
グ
で
す
。

②
避
難
所
で
の
密
集
を
回
避
す

　
　

る
た
め
、　

近
隣
の
安
全
な
建

　
　

物
や
親
戚　
・
友
人
の
家
等
へ

　
　

の
避
難
を
事
前
に
検
討
、　

相

　
　

談
し
て
お
く
こ
と
。

③
避
難
時
に
発
熱
、　

咳
等
の
症

　
　

状
が
あ
る
場
合
は
、　

役
場
へ

　
　

事
前
に
連
絡
す
る
こ
と
。

　
　

※
症
状
に
よ
っ
て
は
、　

新
型　

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
相
談
セ　

　
　
　
　

ン
タ
ー
（
０
８
８-

８
２
３- 　

　
　
　
　

９
３
０
０
）　

へ
連
絡
を
お　
　

　
　
　
　

願
い
し
ま
す
。

④
避
難
の
際
は
体
温
計
を
持
参
、

　
　

マ
ス
ク
等
を
着
用
す
る
な
ど　

　
　

の
対
策
や
、　

可
能
な
範
囲
で

　
　

他
の
人
と
１
〜
２
ｍ
以
上
の　
　

　
　

距
離
を
保
つ
こ
と
。

●津野町が開設する避難所（大規模災害時以外の場合）　

　　避難所を開設する際は、防災行政無線等でお知らせします

種　別 名　　称 住　　所

一　般

避難所

有症者

受入施設

津野町永野246津野町葉山運動公園総合センター

津野町東津野B&G海洋センター 津野町芳生野甲200-5

津野町永野251-1葉山の郷

津野町芳生野甲200-2あけぼの館

「里楽」、「西庁

舎福祉交流セ

ンター」は開

設しないので

ご注意願いま

す

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
は

｢

土
砂
災
害
防
止
法｣

に
基
づ

き
、
高
知
県
が
調
査
し
、
区
域

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

昨
年
度
に
町
内
全
域
の
調

査
が
完
了
し
、
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
内
の
住
民
の
方
を

対
象
と
し
た
、
指
定
前
の
説
明

会
を
高
知
県
が
実
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
６
月
19
日
に
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

津
野
町
に
お
い
て
も
、
土
砂

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
日

頃
の
備
え
と
し
て
、
本
指
定
を

反
映
さ
せ
た
「
土
砂
災
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
今
年

度
中
に
、
全
戸
配
布
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内

　
　に
か
か
る
規
制
等

「
土
砂
災
害
防
止
法
」
及
び

右
記
の
規
制
等
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
窓
口

◎
建
築
物
の
構
造
規
制

◎
建
築
物
の
移
転
勧
告

◎
特
定
の
開
発
行
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
許
可
制



令
和
３
年
４
月
採
用
津
野
町
職
員
採
用
試
験
案
内

表 ①

表 ②

職　種

職　種

採用予定
人　　員

級 受　験　資　格

初
　
級

一般行政職

一般行政職

若干名

若干名

若干名

　　平成3年4月2日以降に生まれた人で、高等学校卒業
程度の学力を有する人

保健師

看護師

保健師
・

看護師

　　昭和61年4月2日以降に生まれた人で、保健師の免許を
有する人、又は令和3年4月30日までに取得見込みの人    

　　昭和61年4月2日以降に生まれた人で、看護師の免許を
有する人、又は令和3年4月30日までに取得見込みの人    

日　　　程 科　目 場　所

令和２年
９月２０日（日）

午前９時から

・教養試験　40題 2時間

・事務適正検査　100題　10分

・職場適応性検査　150題 20分 津野町役場本庁舎

　２　階会議室

・職場適応性検査　150題 20分 

１

. 　

採
用
予
定
年
月
日

　

令
和
３
年
４
月
１
日

２

. 　

試
験
の
級
・
職
種
・
採
用
予

　
　

定
人
員
・
受
験
資
格
（
表
①
）

３

. 　

欠
格
事
項

　
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
１
）　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い

　
　

人

　
（
２
）　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ

　
　

ら
れ
、　

そ
の
執
行
を
終
わ
る

　
　

ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け　

　
　

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の　
　

　
　

人

　
（
３
）　

地
方
公
共
団
体
職
員
と

　
　

し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受

　
　

け
、　

当
該
処
分
の
日
か
ら
２

　
　

年
を
経
過
し
な
い
人

　
（
４
）　

日
本
国
憲
法
施
行
の
日

　
　

以
後
に
お
い
て
、　

日
本
国
憲

　
　

法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

　
　

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

　
　

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他

　
　

の
団
体
を
結
成
し
、　

又
は
こ

　
　

れ
に
加
入
し
た
人

４

. 　

試
験
実
施
内
容
等

（
１
）
第
１
次
試
験
（
表
㈪
）

（
２
）
第
２
次
試
験　

・
日
程　

10
月
中
下
旬

・
内
容　

作
文
試
験
と
面
接
試
験

※
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

５

. 　

受
付
期
間
及
び
時
間

　
　

令
和
２
年
８
月
３
日
（
月
）
か

ら
令
和
２
年
８
月
20
日
（
木
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
。

　
　

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
、

令
和
２
年
８
月
20
日
（
木
）
到
着

分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

６

. 　

申
込
方
法

　
　

次
の
書
類
を
そ
ろ
え
て
津
野

町
役
場
本
庁
舎
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申

し
込
み
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
採
用
試
験
受
験
」
と
朱
書
き
し
、

簡
易
書
留
に
て
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

①
申
込
書　

必
要
事
項
を
記
入
、

　
　

押
印
の
上
、　　

写
真
を
貼
っ
て

　
　

く
だ
さ
い
。

②
返
信
用
封
筒　

(

長
形
３
号
23.5

　
　

×
12) 　

受
験
票
送
付
先
の
郵

　
　

便
番
号
、　

住
所
、　

氏
名
を　

　
　

明
記
し
、　

404
円
切
手
を
貼
っ

　
　

た
も
の
。

③
受
験
票
用
の
写
真　
　

裏
に
氏

　
　

名
を
書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

④
免
許
の
写
し　
　

受
験
す
る
職

　
　

種
（
保
健
師
、
看
護
師
の
み
）

　
　

の
免
許
の
写
し
。

　
（
取
得
見
込
み
の
方
は
取
得
後

　

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

〈
申
込
書
等
〉

　
　

役
場
本
庁
舎
総
務
課
及
び

役
場
西
庁
舎
介
護
福
祉
課
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津
野

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　
　

郵
便
に
よ
る
申
込
書
請
求
の

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

返
信
用
封
筒
に
送
付
先
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、

84
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同

封
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

７

. 　

給　

与

　
　

津
野
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ

る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込　

み
先
】



令
和
２
年
春
の
叙
勲

『
瑞
宝
単
光
章
受
章
』

　
　

令
和
２
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
久
保
川
地
区
の
高
橋
好
文

さ
ん
が
『
瑞
宝
単
光
章
』
を
受
章

さ
れ
、
４
月
29

日
に
池
田
三
男

町
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に

旧
葉
山
消
防
団
に
入
団
し
て
以

来
、
37
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地

域
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御

し
、
消
防
力
の
強
化
、
充
実
に
尽

力
さ
れ
、
消
防
の
発
展
に
貢
献

し
、
社
会
公
共

の
福
祉
の
増
進

に
努
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
今

回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。（
高

幡

消

防

組

合

津
野
消
防
団)

第
11
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

◎
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
　

特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
日

本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ

た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦

没
者
等
の
ご
遺
族
に
支
給
す

る
も
の
で
す
。

◎
支
給
対
象
者

　
　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１

日(

基
準
日)

に
お
い
て
、｢

恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料｣

や｢

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金｣

等
を

受
け
る
方(

戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
等)

が
い
な
い
場
合
に
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
１
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で　
　

　
　

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

　
　

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金　

　
　

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、　

祖

　
　

父
母
、
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
等

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
っ
て
、
順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

④
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者　

等
の
三
親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
。

◎
支
給
内
容

　
　

額
面
25
万
円

　
　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

◎
請
求
期
間

　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
〜

　
　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

◎
請
求
窓
口

　
　
・
本
庁
町
民
課

　
　
・
西
庁
窓
口　

　
　

書
類
確
認
の
た
め
、
受
付
で

お
待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
来
庁
さ
れ
る
前
に
町

民
課
ま
で
電
話
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

にじいろ園

市川　眞衣
Ichikawa   Mai

趣味：買い物、映画鑑賞、ランニング
コメント：梼原町出身です。友達と季節の花を見に行ったり、仲間と
走った後のご褒美においしいご飯を食べることが大好きです。子ども
たちの気づきややってみようとする意欲を大切にした保育をしてい
きたいと思います。

vol.7

まちの職員です

紹介します
わ
が
社
に
も
退
職
金
制
度
！



『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
』の
活
動
ご
紹
介

　
　

皆
さ
ま
の
地
域
で
活
動
し
て
い

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
行

政
等
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
地
域

の
高
齢
者
の
見
守
り
や
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
津
野
町

の
福
祉
増
進
の
た
め
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

子
育
て
や
介
護
の
悩
み
や
心

配
ご
と
、
仕
事
や
家
族
関
係
の
こ

と
な
ど
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
相
談
し
た
い
と
き
は
、
直
接
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
住
ま

い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
、

介
護
福
祉
課
又
は
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

●

地
域
の
相
談
対
応

　
　

地
域
の
皆
さ
ま
と
日
頃
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
困

り
ご
と
の
相
談
が
あ
れ
ば
関
係

機
関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

●

担
当
地
区
住
民
の
調
査
、
訪
　

問
、
見
守
り
活
動

　
　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
、
援
助
が
必

要
な
方
な
ど
の
調
査
や
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●

町
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
学
　

校
な
ど
と
の
連
携
、
協
力

　
　

関
係
機
関
か
ら
の
各
種
調

査
や
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
こ
ど
も

園
や
学
校
訪
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化
週
間

全
国
一
斉

　
　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」

や
家
庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
解

消
に
向
け
、
下
記
の
と
お
り
「
子

ど
も
の
人
権
110
番
」
電
話
相
談

の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
相
談
時
間
を
延
長

す
る
と
と
も
に
、
土
・
日
も
電
話

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
相
談
で
き
る
よ
う
、フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

学
校
や
家
庭
、
友
達
関
係
の
悩

み
ご
と
な
ど
、
何
で
も
御
相
談

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
　

　
　

令
和
２
年
８
月
28
日(

金)

か

　
　

ら
同
年
９
月
３
日(

木)

ま
で

　
　

の
７
日
間

受
付
時
間

　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７

　
　

時
ま
で

　
　

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日　

　
　

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５　

　
　

時
ま
で

開
設
場
所　
　

　
　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

　
　

課
（
土
・
日
は
高
松
法
務
局　
　

　
　

人
権
擁
護
部
）

電
話
番
号

　
　

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

注
）
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続

　
　

で
き
ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

　
　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待　

　
　

等
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権

　
　

問
題

そ
の
他

　
　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

　
　

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

　
　

課

皆
さ
ま
と
行
政
等
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
を
担
う・役場

・社会福祉協議会

・地域包括支援センター

・教育委員会、学校

・医療機関　　など

民生委員・児童委員

連　絡

気づき・発見

相　談

専門的な支援

困りごと・悩み

介　護

子育て

貧　困

活
動
内
容

行政・関係機関



　
　

日
本
で
は
子
育
て
の
中
心
は

母
親
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

お
よ
そ
85

％
を
占
め
て
い
る
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　
　

６
歳
未
満
児
を
持
つ
日
本
の

男
性
の
１
日
あ
た
り
の
家
事
・

育
児
時
間
は
、
表
の
と
お
り
国

際
的
な
比
較
で
も
少
な
い
と
い

え
ま
す
。

　
　

働
き
盛
り
の
男
性
の
就
労
時

間
が
長
い
日
本
で
は
、
家
事
・
育

児
時
間
を
作
る
こ
と
は
大
変
な

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
夫
婦
２
人
の
子
ど
も
で
あ
り
、

子
ど
も
は
日
々
成
長
を
し
て
い

る
の
で
す
。「
自
分
は
仕
事
で
疲

れ
て
い
る
し
、
家
事
と
育
児
は

母
親
の
仕
事
」
と
妻
に
任
せ
て

し
ま
う
の
で
は
、
子
育
て
す
る

妻
の
孤
立
感
は
深
ま
る
ば
か
り

で
す
。
孤
立
感
に
よ
る
日
常
的

な
ス
ト
レ
ス
が
、
子
ど
も
虐
待

に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

育
児
も
家
事
も
夫
婦
が
協

力
し
て
行
う
も
の
で
す
。
妻
の

抱
え
る
不
安
や
悩
み
を
共
有
し
、

子
ど
も
の
成
長
を
夫
婦
一
緒
に

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課　

井
上　

沙
耶
）

お
子
さ
ん
に
ど
の
く
ら
い

か
か
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

〜
毎
日
お
仕
事
な
ど
で

　

頑
張
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
へ
〜

津
野
町
に
あ
る
地
域
の
つ
な
が
り

　
　
「
通
い
の
場
」　

で
地
域
の
つ
な
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芳
生
野
奈
路
・
下
野
地
区
）

　
　

全
国
各
地
で
助
け
合
い
・
支

え
合
い
活
動
の
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
同
時
に
地
域
で
の

通
い
の
場
づ
く
り
も
必
要
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
通
い
の
場
」
と

は
、
高
齢
者
の
方
が
日
常
的
に

身
近
で
地
域
の
方
が
た
と
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
る
介
護
予
防

の
取
り
組
み
の
場
で
す
。
住
民

の
み
な
さ
ん
が
活
動
主
体
と
な

っ
て
地
域
の
集
会
所
な
ど
を
活

用
し
て
行
っ
て
い
る
地
域
サ
ロ
ン
、

同
じ
趣
味
を
持
っ
て
い
る
仲
間

と
活
動
す
る
運
動
ク
ラ
ブ
や
趣

味
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
津
野
町
に

も
た
く
さ
ん
の
「
通
い
の
場
」
が

あ
り
ま
す
。

　
　

そ
の
中
で
地
域
サ
ロ
ン
は
、

地
域
住
民
が
交
流
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
身
近
な
通
い
の
場
で

す
。

　
　

津
野
町
の
活
動
例
は
介
護

予
防
体
操
、
食
事
会
、
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
で

す
。
芳
生
野
奈
路
・
下
野
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
は
、
第
４
木
曜

日
に
飲
料
パ
ッ
ク
の
再
生
紙
ハ

ガ
キ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
み

ん
な
で
一
緒
に
作
業
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

通
い
の
場
に
参
加
す
る
こ
と

で
介
護
予
防
に
な
り
、
地
域
の

情
報
を
交
換
で
き
、
学
び
の
場

に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
活
動
す
る
場
が
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
で
の
つ
な

が
り
が
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ

ま
と
い
う
助
け
合
う
関
係
に
広

が
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
も
芳
生
野
奈
路
・

下
野
地
域
の
み
な
さ
ん
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
つ
な
が
り
の
一
つ
と

し
て
地
域
サ
ロ
ン
で
交
流
を
し

て
ほ
し
い
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

介
護
福
祉
課

　
　
　

担
当　

岡
田　
　

浩
久

　
　
　
　
　
　
　
　

尾
崎　
　

香
澄

　
　
　

生
活
支
援

　
　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　
　

真
理



　
　

津
野
町
で
は
平
成
24
年
４
月

よ
り
、
家
庭
に
お
い
て
常
時
介
護

を
要
す
る
方
の
介
護
者
の
方
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
介
護
負
担
の

軽
減
を
図
り
家
族
の
絆
を
深
め

る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
津

野
町
在
宅
介
護
者
手
当
を
支
給

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

対
象
と
な
る
方
、
支
給
額
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象
者

　
　

津
野
町
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を

在
宅
で
常
時
介
護
さ
れ
て
い
る

方

①
重
度
身
体
障
害
児
・
者
で
障　

　

害
程
度
区
分
４
・
５
・
６
の
方　
　

　

ま
た
は
相
当
程
度
の
方

②
重
度
知
的
・
精
神
障
害
児
・　　

　

者
で
障
害
程
度
区
分
４
・
５
・　　

６
の
方
ま
た
は
相
当
程
度
の　
　

方③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
要
介

　
　

護
認
定
４
・
５
の
方

●
支
給
額

　
　

月
額
１
０
,
０
０
０
円

　
　

(

月
10
日
以
上
在
宅
介
護
を
し

た
月
数
分
支
給
）

●
支
給
月

　
　

年
２
回
（
９
月
、３
月
）

●
申
請
書
類

①
申
請
書
（
申
請
す
る
方
は
介　

　
　

護
す
る
方
に
な
り
ま
す
）

②
振
り
込
み
口
座
届
出
書
（
介　

　

護
す
る
方
本
人
の
口
座
）

③
在
宅
介
護
者
手
当
に
関
す　
　

　

る
意
見
書
（
地
区
の
民
生
委　
　

員
さ
ん
に
記
入
し
て
い
た
だ　
　
　

く
）

④
左
記
の
い
ず
れ
か

・
重
度
身
体
障
害
児
・
者
の
場
合

障
害
程
度
区
分
４
・
５
・
６
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証

・
重
度
知
的
・
精
神
障
害
児
・
者

の
場
合

障
害
程
度
区
分
４
・
５
・
６
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証

・
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
場
合

要
介
護
４
・
５
の
介
護
保
険
認
定

被
保
険
者
証

●
申
請
手
続
き

　
　

申
請
は
本
庁
窓
口
・
里
楽
・
西

庁
窓
口
の
３
ケ
所
で
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
介
護
福
祉
課
　
　
阿
部
　
　
学

津
野
町
在
宅
介
護
者
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

㈰
高
知
市
㈪
カ
メ
ラ
撮
影
、
ギ
タ

ー
、
キ
ャ
ン
プ
㈫
自
然
が
豊
か
で
町

民
の
方
が
た
が
あ
た
た
か
い
と
こ
ろ

㈬
自
然
い
っ
ぱ
い
の
津
野
町
で
キ
ャ

ン
プ
と
一
眼
レ
フ
で
そ
の
風
景
を
収

め
た
い
で
す
。
㈭
ピ
ー
マ
ン
㈮
津
野

町
で
保
健
師
と
し
て
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
・
生
活
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
付
け
で
役
場
新
規
採
用
職
員
１
名
が
新
た
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
人
事
異
動
も
あ
り
ま
し
た
の
で
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
㈰

出
身
㈪
趣
味
㈫
津
野
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
㈬
津
野
町
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と

㈭
好
き
な
食
べ
物
㈮
ひ
と
こ
と

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

̶
津
野
町
新
規
採
用
職
員
の
ご
紹
介
̶

人
事
異
動
（
７
月
１
日
付
け
）

【
企
画
調
整
課　

別
府　

薫

　
　
　
（
旧
介
護
福
祉
課
）
】 介護福祉課

林　泰文

阿部　学

愛 の 献 血
と　き　８月26日（水）

　
　

７
月
１
日(

水)

、
保
護
司
か
ら

津
野
町
長
に
内
閣
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
後
、
町
内
を

広
報
車
で
巡
回
し
、「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」の
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

※
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は

　
　

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
犯
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　
　

ど
う
し
て
犯
罪
や
非
行
が
起
き

て
し
ま
う
の
か
、
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
を
か
な
え
る
た
め
に
、
今
、

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し

て
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、

皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。　

　
　
　
　
　
　
（
町
民
課　

又
川　

知
実
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動



有料道路における障害者割引制度

（1）　対象者

①　　障害者ご本人が運転される場合

　　　　身体障害者手帳の交付を受けられているすべての方

②　　障害者ご本人以外の方が運転され、障害者ご本人が乗車される場合

　　　　身体障害者手帳または療育手帳をお持ちの重度の方

　　　　（身体障害者手帳：第1種、療育手帳：A1・A2の方）

（2）　対象自動車の範囲

　　登録できる自動車は障害者1人につき1台までです。

①　　自家用　　　※事業用は対象外

②　　所有者の氏名（個人名義のみ）

　　◇障害者ご本人が運転される場合（所有者の範囲）

　　・　本人、配偶者、直系血族およびその配偶者、兄弟姉妹およびその配偶者ならびに同居の親族等。

　　◇障害者ご本人以外の方が運転され、障害者ご本人が乗車される場合（所有者の範囲）

　　・　障害者ご本人が運転される場合と同じ。該当の方が自動車を所有していない時は、障害者本人を継

　　　　続して日常的に介護している方。

（3）　割引金額　　　　　通常料金の半額（ただしETC時間帯割引との重複適用はありません）

自動車登録番号や車載器の管

理番号、ETCカードの番号等に

変更があった場合は必ず変更

手続きをお願いします。

変更手続きをしないと

通常の金額で精算されます。

（4）　割引有効期間

　　　申請した日から2回目の誕生日

　　　までです。

　　　割引有効期間内に、更新手続きを

　　お願いいたします。

（5）　利用方法

◇ETCを利用されない場合

　事前に手続きをされた身体障害者手帳また

は療育手帳を、高速道路の料金所で係員に掲

示すると割引されます。

◇ETCを利用される場合

　事前に手続きをされた自動車でETCレーンを通

行すると割引されます。

（※必ず、有料道路ETC割引登録係より手続き完

了の通知が届いてから通行してください）

（6）申請時に必要な書類

◆ETCを利用されない場合

①　　身体障害者手帳または療育手帳

②　　自動車検査証または軽自動車届出済証

③　　運転免許証（障害者ご本人が運転される場合）

◆ETCを利用される場合

①　　身体障害者手帳または療育手帳

②　　自動車検査証または軽自動車届出済証

③　　運転免許証（障害者ご本人が運転される場合）

④　　ETCカード（障害者ご本人名義のもの）

⑤　　ETC車載器の管理番号が確認できるもの

　　（ETC車載器セットアップ申込書・証明書等）

　　申請受け付けは、津野町総合保健福祉センター里楽、津野町役場西庁舎の2ケ所となっております。ご

不明な点は下記までお問い合わせください。



【助成対象期間】

　令和２年４月１日～令和3年３月31日まで

【接種の手順】

　・印鑑を持参し、総合保健福祉センター里楽、役場本庁窓口または役場西庁窓口へお申し込み

　　ください。申請書に記入していただき、予診票をお渡しいたします。

　　（家族等の代理申請も可能です。持参するもの：代理申請者の印鑑）

【自己負担額】

　・課税・非課税世帯・・・2,000円をご負担ください。（助成額6,751円）

　・生活保護世帯・・・接種費用は全額町が助成します。（助成額8,751円）

　　　（接種前に上記の窓口で、自己負担免除証明書の交付申請をしてください）

令和2年度高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種のお知らせ（再）

今年度の定期接種の対象となる方へは、３月下旬にご案内を郵送させていただいております。（過去に

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種を受けていない、今年度中に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90

医療機関で受ける女性がん検診の助成

　　医療機関で受ける女性がん検診の費用を助成する『がん検診（個別）受診券』を

７月下旬に対象の皆さまにお送りいたしました。

　　女性がん検診は、医療機関での検診と町の集団検診どちらかをあなたのライフ

スタイルに合わせて選んでいただけます。

　　ご自身の健康のため、２年に１回女性がん検診を受けましょう。

【医療機関で受ける個別受診】

子宮頸がん検診 乳がん検診

対象者
20～68歳の偶数年齢の方

（令和３年３月31日時点）

40～68歳の偶数年齢の方

（令和３年３月31日時点）

自己負担料金 1,000円
40～48歳　1,200円

50～68歳　  900円   

受診方法

高知県内の契約医療機関で受けることができます。

希望する医療機関へ直接予約申し込みしてください。

（受診券送付時に契約医療機関一覧表もお送りさせていただきます） 

受診券有効期限 令和２年８月１日～令和３年２月28日

松浦　元香



健康福祉課

片田　由唯
Katata       Yui

■担当業務：母子保健　その他
四万十町出身の保健師です。特技はバレーボールです。津野町
のことをもっと知れるように頑張ります。見かけたら気軽に声を
かけてください。

vol.9
教育委員会

谷脇　吉貴
Taniwaki   Yoshitaka

■担当業務：こども園関係事務、教職員住宅管理、その他
趣味：ドライブ・剣道
　町民の皆さまのお役に立てるよう日々勉強で精いっぱい頑張っ
ていきます。どうぞよろしくお願いいたします。

vol.8

まちの職員です
紹介します
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③
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。

　
　

お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は

津
野
町
役
場
町
民
課
へ
速
や
か

に
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お
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い
合
わ
せ
先
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高
知
西
年
金
事
務
所

年金だより

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　お
ト
ク
な
付
加
保
険
料
制
度

1年間もらえる付加年金額は「200円×付加保険料納付月数」だから

私の場合は200円×480月（40年）＝96,000円！！
20歳～60歳までの40年間

付加保険料を納付したら‥‥

400円×480月（40年）

＝192,000円の出費に

　　　なるけど‥‥

2年間でモトが取れるね！！
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（13Pに続きます）



東地区総合健診のお知らせ

　　延期しておりました東地区総合健診につきまして、下記のとおり日程が決定しましたのでお知らせし

ます。

　　受診申し込みをされていた皆さまには、12月上旬に受診票・問診票等を送付させていただきます。

【健診日程】

～特定健診・後期高齢者健診の医療機関受診ご案内～

　　総合健診で実施している、特定健診・後期高齢者健診につきましては、医療機関にて個別で受診

することもできます。医療機関での受診を希望される方には、受診券・問診票等を送付いたしますの

で町民課までご連絡ください。

総

合

健

診
（

東

地

区

）

実施日 実施場所 対 象 地 区 受 付 時 間

12月21日

(月)

総合保健福祉

センター里楽

本村・日比原・久保・札場・王

子・石神成・正尺・川の内・貝

の川・赤木・桑上・桑中・梶足・

船野・東倉川・床鍋 
午前の部：  8時00分～11時30分

午後の部：13時00分～14時30分

※人の密集を避けるため、受　

　　診日・受付時間を指定させ　

　　ていただきます。

　　12月に送付される住民総合

　　健診受診票に記載されてい

　　る日時をご確認ください。　

　　指定させていただいている　

　　日時の都合が悪い場合には

　　健康福祉課までご連絡くだ

　　さい。   

12月22日

(火)

12月23日

(水)

12月24日

(木)

大野・鍵野 ・々白河瀬・石指・

楠木山・本成・日浦・大谷・大

川・仲野・中谷・駄場・竹の谷・

桃の木・二ッ家・重谷・大西 

    

中町・東林・姫上・上井田・久

保川・舞の川・栗の木・藤の

川・東黒川・西黒川     

東部・勝登呂・永林・宇津ヶ

藪・三間川・樺の川・西谷・山

崎・下元・槙の谷・橋本・新町 

   



○　公売とは 

　　「公売」とは、滞納税に充てるために差押えた財産を売却することです。具体的には、公売会場におい　

　　て見積価額以上の金額を入札していただき、最高価額の入札者に売却していくもので、裁判所の行っ　

　　ている競売に類したものです。          

  

○　高幡租税債権管理機構及び須崎市、土佐市、四万十町、高知県中央西県税事務所の方針  

　　　行政サービスを支える財源の確保に向けて、差押えした財産は、随時、公売を行って税収に充ててい

　　ます。滞納の解消、税収確保のために多くの皆さんの参加をお待ちしています。    

            

○　不動産合同公売会 

　　　日時 令和2年10月19日（月）　　　開場：13時30分　　入札：14時～    

　　　会場 須崎市総合保健福祉センター2Ｆ会議室

　　　　　今回は、高幡租税債権管理機構と管内の市町並びに高知県西県税事務所との合同公売会の形　

　　　　式で、　宅地や農用地などを売却します。　なお、公売物件の所在地は、須崎市、四万十町、土佐市、

　　　　高知市になります。

・滞納整理状況等によって、出品物件の公売が中止になる場合がありますのでご了承ください。

・公売や物件の詳細は、高幡租税債権管理機構のホームページの閲覧もしくは下記連絡先にお尋ねください。

・公売物件の「現地案内」は、個別に対応します。          

       

○　入札に必要なもの    

　・公売保証金は、上記公売物件一覧の保証金欄へ金額記載のある物件に限り必要。(現金納付に限る）　

　・身分証明書(免許証、パスポート等の顔写真のある証明書類)       

　・印鑑（認印で可）            

　・委任状（代理人が入札に参加する場合のみ）         

　　※｢農用地｣の入札を行う場合は、物件所在地の農業委員会が発行する｢買受適格証明書｣が必要です。　

　　　・　四万十町外に居住の方は、事前に居住地の農業委員会で｢農業経営証明書｣の取得が必要となります。

　　　・買受適格証明書の申請期限：令和2年9月10日（申請先：四万十町農業委員会）    

　　■買受適格証明に関するお問い合わせ　　四万十町農業委員会℡：0880-22-3114    

 

○　注意事項   

　　　保証金納付期限　　10月19日(月)14時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見積価格が50万円を超える場合は、10％以上の額と定められています。）   

　　　買受代金納付期限　10月26日(月)14時（買受代金は落札額から保証金を控除した金額です。）   

　　　所有権移転登記　　　費用負担と住民票等の提出を条件として、執行機関が代行することができます。  

   

○　公売物件に関するお問い合わせ    

　　　高幡租税債権管理機構　　　　　　　　　須崎市山手町1-7　　　　　　℡：0889-40-0911    

　　　須崎市役所税務課　　　　　　　　　　　　　須崎市山手町1-7　　　　　　℡：0889-42-1291    

　　　四万十町役場税務課　　　　　　　　　　　四万十町琴平町16-17　　℡：0880-22-3116 

　　　土佐市役所税務課　　　　　　　　　　　　　土佐市高岡町甲2017-1　℡：088-852-7629

　　　高知県中央西県税事務所納税課　高知市丸の内1-7-52　　　　℡：088-821-4952    

              

 ◆行政のサービスは、皆さんの税金で支えられています！ 

高幡租税債権管理機構及び須崎市、土佐市、四万十町、高知県中央西県税事務所からのお知らせ

税金滞納で差し押さえた不動産10物件を公売します！

○　公売物件一覧



津野町からゴミを減らそう！ ３Ｒ＆ゴミの分別徹底にご協力ください！
全国で１年間に出るゴミの量はなんと・・！　4,272万トン（東京ドーム約115杯分）になります！

　　（環境省 令和２年3月報道発表資料より）

津野町でも年間約1,488トンのゴミが出ています。（令和元年度）

津野町ごみ排出量内訳　粗大ごみが年々増加しています！（単位：トン）

★みんなで取り組もう！リサイクル活動！！
毎日の生活でどうしても出てしまうゴミ。これらを分別して出すこともリサイクルの1つです！
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241
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1,090

141

226

1,457

1,094

128

218

1,440

平成29年度 平成30年度 令和元年度

可燃ごみ

資源ごみ（ビン・カン、ペットボトル、古紙）

粗大ごみ（廃家電４品目等含む）
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悩
む
方
へ
の
特
定

治
療
支
援
事
業
」の
所
得
要
件

に
つ
い
て
、
一
時
的
に
緩
和
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
県
の
助
成

を
越
え
た
分
に
関
し
て
、
町
の
助

成
が
あ
り
ま
す
。

　
　
助
成
の
内
容
等
の
問
い
合
わ

せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
健
康
福
祉
課
（
里
楽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
実
里



講習会

会　場 日　時 講習を行う免許の種類

高知県立

ふくし交流プラザ

高知県立

ふくし交流プラザ

第一種・第二種銃猟

わな猟

９月６日（日）

午前９：00～

第一種・第二種銃猟

わな猟

10月31日（土）

午前９：00～

試験

会　場 日　時 試験を行う免許の種類

わな猟

わな猟

第一種・第二種銃猟

９月11日（金）

午前10：00～

９月12日（土）

午前10：00～

第一種・第二種銃猟

11月７日（土）

午前10：00～

11月８日（日）

午前10：00～

狩
猟
免
許

試
験
の
た
め
の
事
前
講
習
会
及
び
狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

講習会の日程

試験の日程

　
　

令
和
２
年
度
秋
季
の
狩
猟

免
許
試
験
の
ご
案
内
で
す
。　

狩
猟
に
興
味
の
あ
る
方
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
方
の
お
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

試
験
に
合
格
さ
れ
た
方
に

は
、
受
講
料
等
を
補
助
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
下
記
条
件

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

講
習
会

【
受
講
料
】１
０
’
０
０
０
円

【
申
請
書
配
布
場
所
】

　
　

産
業
課

【
申
請
受
付
】

　
　
　

高
知
県
猟
友
会

【
締
切
】

　
　

各
講
習
日
の
10

日
前
ま　

で
に
必
着

　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

試
　
験

【
受
験
料
】

 

初
心
者　
　

 

５
’
２
０
０
円   

 

一
部
免
除
者 

３
’
９
０
０
円

【
申
請
書
配
布
場
所
】

　
　

産
業
課

【
申
請
受
付
】

　
　

高
知
県
猟
友
会

【
締
切
】

　
　

各
試
験
日
の
10

日
前
ま　

で

に
必
着

　
　

※
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

産
業
課

　
　
　
　
　

久
保
浦　

大
貴

　
　
　

高
知
県
猟
友
会

　
　※

次
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
す

　
　

方
に
受
講
料
等
を
町
で
補　

　
　

助
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
住
所
が
町
内
の
方

○
試
験
に
合
格
し
、
津
野
町
の

　
　

猟
友
会
に
加
入
さ
れ
る
方

○
猟
期
以
外
の
期
間
（
４
月
１　

　
　

日
〜
11
月
14
日
、
３
月
16
日

　
　

〜
３
月
31
日
）
も
、
町
に
有　
　

　
　

害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
申
請
し
、

　
　

鳥
獣
駆
除
に
従
事
さ
れ
る
方

○
県
税
・
町
税
等
に
滞
納
の
な　

　
　

い
方

カ
ル
ス
ト
学
習
館
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

ア
ナ
グ
マ
観
察
と
動
物
Ｑ
＆
Ａ

〇
と
き

　
　

８
月
30
日(

日)

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

〇
と
こ
ろ

　
　

天
狗
高
原
カ
ル
ス
ト
学
習
館

　
　

及
び
周
辺

〇
内
容

　
　

専
門
講
師
に
よ
る
、
天
狗
高
原
に
生
息

す
る「
ア
ナ
グ
マ
」の
観
察
と
四
国
カ
ル
ス
ト

の
動
物
の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

〇
参
加
費　

無
料　

山
野
草
観
察
会

〇
と
き

　
　

９
月
６
日(

日) 　
　
　

 

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

〇
と
こ
ろ

　
　

天
狗
高
原
カ
ル
ス
ト
学
習
館

　
　

及
び
周
辺

〇
内
容

　
　

高
知
県
立
牧
野
植
物
園
か
ら
講
師
を
招

き「
シ
ノ
ノ
メ
ソ
ウ
」な
ど
、
四
国
カ
ル
ス
ト
の

山
野
草
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

〇
参
加
費　

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】



日
曜
市
に
初
出
店
! !

津
野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

▲手作り家具

貴
重
な
体
験
が
で
き
て
い
ま
す
！

人
事
交
流
職
員
活
動
報
告

　
　

４
月
か
ら
訓
子
府
町
へ
来

て
、
４
か
月
が
経
ち
、
日
々
た

く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
い
ま

す
。

　
　

５
月
20
、
21
日
に
は
町
営
牧

場
へ
の
牛
の
一
斉
入
牧
を
行
い
、

今
年
は
、
２
日
間
で

300
頭
以
上
の
牛
が
入

牧
し
ま
し
た
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
７

月
の
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
、
８
月
の
豊
年
盆

踊
り
大
会
が
中
止
と

な
り
、
残
念
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
も

訓
子
府
町
で
よ
り
多

く
交
流
が
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
人
事
交
流
職
員

　
　
　
　
　

鍋
島　

友
弥)

　
　

木
工
製
品
の
企
画
・
製
作
を

行
っ
て
お
り
ま
す
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
大
井
で
す
。

　
　

今
年
は
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が

相
次
ぎ
、
以
前
記
事
で
も
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
屋
台
テ
ン

ト
を
使
っ
て
い
た
だ
く
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近

少
し
ず
つ
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催

さ
れ
は
じ
め
、
よ
う
や
く
テ
ン
ト

デ
ビ
ュ
ー
出
来
そ
う
な
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

最
近
の
活
動
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
飛
沫

感
染
予
防
の
た
め
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
役
場
本
庁
舎
・

西
庁
舎
・
里
楽
に
設
置

し
た
り
、
７
月
５
日
に
は
、

同
期
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
一
緒
に
日
曜
市

に
も
初
出
店
し
ま
し
た
。

　
　

今
は
町
の
施
設
に
設
置
す
る

大
き
め
の
手
作
り
家
具
を
製
作

し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
制
作
す

る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
楽
し

ん
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
新
た
に
多
種
多
様
な

手
作
り
商
品
を
扱
う
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

の

｢
m

i
n

n
e
｣
｢

c
r
e
e
m

a

」
と
い
う
サ
イ
ト
内
で

「r
a
v
i
-
w

o
o
d

‘s

」
と
い
う

名
前
で
手
作
り
商
品
の
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　

作
品
に
つ
い
て
の
ご
感
想
や

お
問
い
合
わ
せ
、
木
工
に
関
す

る
相
談
ご
と
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
井　

堅
嗣
）

企
画
調
整
課



農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

川 渕 慶 博

石指、楠木山、本成、日浦、大谷、大川、仲野、中谷、駄場、

桃ノ木、竹ノ谷、二ツ家、重谷、大西、桂

松 岡 保 宏

　
　

津
野
町
で
は
６
月
１
日
に
新
し
い
体
制
で
の
農
業
委
員
会
が

発
足
し
、
７
名
の
農
業
委
員
が
町
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
７
名
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
業
委
員
会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
、
令
和
５
年
５
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　

新
た
に
決
定
し
ま
し
た
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ
を
紹
介
し
ま
す
。　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

です

　このたび、任期満了に伴い

町議会の皆さまの同意をい

ただき町長の任命を受け、引

き続き農業委員として務め

させていただくことになりまし

た。

今 後とも、皆さまのご指 導、

ご鞭撻のほどよろしくお願い

いたします。

　引き続いて、農地利用最

適化推進委員を務めさせて

いただくことになりました。　

地区の皆さまと共に、田・畑

の遊休地活用や荒廃地を

少しでも出さないように努め

たいと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

農　　　　業　　　　委　　　員
農地利用最適化推進委員

担当地区

まつ　おか　やす 　ひろかわ　ぶち　のり　ひろ

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

山 﨑 哲 人

東部、勝登呂、永林、宇津ヶ藪、三間川、樺ノ川、西谷、

山崎、下元槙谷、橋本新町、中町、東林、姫上    

川 村 実 男

　　みなさま、こんにちは。

　　農業委員2期目を務めさ

せていただくことになりまし

た。3年間、よろしくお願いい

たします。

　　津野町の厳しい農業情勢

のなか、農業、農地を守るた

めに、いきなり「農業」ではな

く、「農的暮らし」から始めて

みませんか。    

　　このたび、引き続き農地

利用最適化推進委員を務

めさせていただくことになり

ました。

　　不安定な社会状況、厳し

い中山間地域の農業情勢

のなか、津野町の農業振興、

地域の活性化に取り組んで

まいります。

　　皆さまのご指導、ご協力

のほどよろしくお願いします。

担当地区

かわ　むら　じつ　 おやま　さき　てつ　ひと

農
業
委
員(

会
長
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

明 神 　正

下桑ヶ市、上桑ヶ市、西倉川、岩土、船戸町、船戸奈路、

中村、西の川、烏出川、力石

戸 田 和 宏

　このたび、任期満了に伴い
再び農業委員を務めさせて
いただくことになりました。高
齢化や後継者不足に伴い、
今ある農地を守らなければな
りません。その為にも、皆さま
のご意見を聞きながら、取り
組んでいきたいと思います。
微力ではございますが、職務
遂行に努めてまいりますので、
皆さまのご指導、ご協力のほ
どを何卒よろしくお願いいたし
ます。    

　このたび、引き続き農地利
用最適化推進委員を務めさ
せていただくことになりまし
た。

過疎高齢化、後継者不足な
どで、耕作放棄地が増え続
けています。地域の皆さまの
意見を聞きながら、農地を守
り、活かし、耕し続けて、地域
農業を守るように取り組んで
まいりたいと思います。
　皆さまのご協力をよろしくお
願いします。  

担当地区

と　　だ 　かず 　ひろみょうじん　　　  ただし

農
業
委
員(

会
長
職
務
代
理)



私たちが
津　　野　　町
農業委員会

宇都宮 京 子

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

長 山 計 一

桑ノ川中、桑ノ川上、船野、梶足、舞ノ川、栗ノ木、

東倉川、藤ノ川、大野、鍵野々、東黒川、西黒川、白河瀬

田 部 節 男

　　このたび、農業委員として

選任され、務めさせていただ

く運びとなりました。　遊休地、

放 棄 地が目立つ今日です。

微力ではありますが、推進委

員並びに行政の方々のご指

導をいただきながら、農業活

性化に向けて努力してまい

りたいと思っております。ご協

力よろしくお願いします。

　　このたび、引き続き農地

利用最適化推進委員を務

めさせていただくことになりま

した。

　　高齢化、後継者不足等に

より、中山間地域の農業情

勢は大変厳しい状況にあり

ます。微力ではございますが、

津野町の農業振興、地域の

活性化に取り組んでいきた

いと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

担当地区

 た　　べ 　 せつ　  おなが 　やま　けい　いち

うつのみ や　　きょうこ

大 地 勝 義
おお　 ち　 かつ　よし

農
業
委
員

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

上井田、久保川、日比原、本村、久保、札場、王子、

石神成、正尺、川ノ内、貝ノ川、床鍋、赤木    

大 﨑 　　登

　　このたび農業委員に任命

されました。須崎市の製材会

社で30年余り勤務し、園芸

用防腐木材の販売担当でし

た。農業を取り巻く厳しい状

況を目のあたりにしてきまし

た。定年後は、中山間直接

支払いの地区代表として田

畑の荒廃を無くすよう努力し

てきました。今までの経験が

少しでも活かせるよう、微力

ですがよろしくお願いいたし

ます。

　　農業・農地の実態を踏ま

え、農業者の意向や農地の

情報を把握し、集落や地域

が抱えるさまざまな農地の

問題や課題等に農業委員

さんと連携し、農地利用最

適化推進委員として活動を

して参りますのでよろしくお

願いします。    

   

   

担当地区

おお　　　さき　　　　　　　　　のぼる

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

明 神 長 生

北川、宮谷、木桑、大古味、高野

　　このたび町長より農業委
員を任命され、これより３年
間務めさせていただくことに
なりました。高齢化、後継者
不足により、ますます農地の
荒廃が進み大変な状況にあ
ります。これらをどのように解
決していくのか、地域や行政
団体と共に連携を密にして
考えていかなければならない
と思っています。　微力では
ありますが、皆さまのご協力
をよろしくお願いいたします。

　　このたび農業委員を務め

させていただくことになりまし

た。

　　どの地区を見ても高齢化、

後継者不足により田・畑の

荒廃地が増えています。荒

廃地が少しでも無くなるよう

に皆さまのご意見など聞き

ながら頑張りたいと思ってい

ます。どうぞご指導、ご協力

のほどよろしくお願いいたし

ます。 

担当地区

みょうじん 　ちょうせい

農
業
委
員

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

川 西 利 文

新田、保井川団地、保井川、下野、芳生野奈路、古味口、上古味口、

旧宮、谷の内、郷内、王在家、枝ヶ谷、口目ヶ市、日曽の川、津野山開拓

　このたび、津野町農業委員

を務めさせていただくことに

なりました。

　もとより浅学非才な私でご

ざいますが、勉強を重ね信

頼される農業委員となるよう

努力いたしますので、よろしく

お願いいたします。    

　　このたび、農地利用最適化
推進委員を務めさせていただく
ことになりました。高齢化と後継
者不足により耕作放棄地が増
え、鳥獣被害も深刻化しており
ます。さらに今年は新型コロナウ
イルスにより農産物の価格も低
迷し、農業を取り巻く環境は大
変厳しくなっております。
　そのような厳しい状況ではあり
ますが、少しでも津野町の農業
を活性化できたらと考えており
ますので、皆さまのご協力よろし
くお願いします。  

担当地区

かわ　にし　とし　ふみ

石 川 幸 久
いし　かわ　ゆき　ひさ



　　間伐を行うと、暗い森林に光が入り、災害などにも強い健全な、資産価値の高い森林に育っていきます。  

　　間伐された木材を積極的に利用していくことで、皆さんの収入にもつながります。先代から受け継いできた大

切な森林を守り育て、次世代につなぐために次の支援制度がありますので、活用しながら間伐を進めましょう。 

①　施業を集約化し、間伐等をする場合の補助事業　【国庫補助事業】 

「森林経営計画」は、森林所有者又は委託を受けた森林組合や林業事業体が作成する５年間の育林、造林計画です。 

　計画作成及び計画に参加したい方は、上記のお問い合わせ先にご相談ください。 

☆国庫補助事業に対する県嵩上げ事業（県単独事業）

☆国庫補助事業等に対する町嵩上げ事業（町単独事業）

②　伐採後の山への再造林、シカ防護ネット及び下刈りに対する補助事業【国県補助事業】 

③　自分で自分の山を手入れする場合の補助事業【県補助事業】

令和２年度の林業支援制度

造林事業で採択された再造林及び下刈り（隔年）に対しての補助。
国68％、県22％、に町10％を継ぎ足し100％として、最も重労働かつ未採算
の作業を支援する。



④　林業後継者を育成する場合の補助事業【町単独事業】 

※上記の事業については条件もありますので、一度お問い合わせください。 

森
林
の
土
地
の
移
動
の
際
に

は
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
　

新
た
に
森
林
の
土
地
（
山

林
・
保
安
林
）
の
所
有
と
な

っ
た
方
は
、
森
林
法
第
10

条

の
７
の
２
に
よ
り
、
市
町
村

長
へ
の
事
後
届
出
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。【
森
林
の

土
地
の
所
有
者
届
出
制
度
】

■
届
出
対
象
者

　
　

売
買
や
相
続
等
に
よ
り

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら

ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
一
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
か
つ
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の

届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

■
届
出
期
間

　
　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90

日
以
内
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　
　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者

と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移

転
の
原

因
、
土

地
の
所

在

場

所
・
面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用

途
等
を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書

類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書

（
写
し
も
可
）
又
は
土
地
売
買

契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た

こ
と
が
分
か
る
書

類
の
写
し
、

土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必

要
で
す
。

■
「
伐
採
届
」

　
　

森
林
が
「
山
林
」
の
場
合
は
、

森
林
の
所
在
地
の
市
町
村
長
に
、

「
伐
採
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
伐
採
届
に
は
、
次
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
森
林
経
営
計
画
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
場
合

　
　

事
後
届
出
で
構
い
ま
せ
ん
。

　
　

当
該
行
為
後
の
30

日
以
内

に
市
町
村
長
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
森
林
法
第
15

条
）

②
森
林
経
営
計
画
に
搭
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合

　
　

事
前
届
出
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伐
採
す
る
日
の
30

日
か

ら
90

日
前
ま
で
に
市
町
村
長
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
森
林
法

第
10

条
の
８
）

■
「
許
可
申
請
」

　
　

森
林
が
「
保
安
林
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
森
林
経

営
計
画
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

「
伐
採
届
」で
は
な
く
「
許
可
申

請
（
事
前
申
請
）
」
に
よ
り
県
知

事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
森
林
法
第
34

条
）

※
違
法
伐
採
対
策
に
と
も
な
い

伐
採
木
を
原
木
市
場
に
出
す

場
合
「
合
法
伐
採
証
明
」
が
必

要
で
す
。
こ
の
「
合
法
伐
採
証
明

」
と
な
る
も
の
が
「
伐
採
届
」
に

よ
る
手
続
き
で
す
。（
保
安
林
の

場
合
は
、
許
可
申
請
に
よ
る
手

続
き
と
な
り
ま
す
）

　
　

立
木
を
伐
採
し
て
市
場
で
売

る
場
合
、
木
を
切
る
際
、
必
ず

伐
採
届
あ
る
い
は
伐
採
許
可
申

請
の
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、　

再
造
林
の
補
助
事

業
の
際
に
も
、　

こ
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
い
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

■
届
出
対
象
者

　
　

森
林
所
有
者

※
伐
採
者
が
森
林
所
有
者
と

異
な
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者

と
伐
採
者
の
連
名
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　
　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
森

林
の
所
在
場
所
、
伐
採
の
計
画
、

伐
採
後
の
造
林
の
計
画
等
を
記

載
し
ま
す
。
伐
採
者
が
森
林
所

有
者
と
異
な
る
場
合
に
は
、
契

約
書
等
の
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
等
が

必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
課
林
業
係

　
　
　
　
　
　
池
　
　
大
輔

　
　
　
　
　
　
石
元
　
ひ
か
る

※
保
安
林
に
係
る
許
可
申
請

に
つ
い
て
は
、
須
崎
林
業
事
務

所
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

森
林
に
関
す
る
諸
手
続
き
の
お
知
ら
せ

森
林
を
伐
採
す
る
際
に
は
、
届
出

又
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

　
森
林
を
伐
採
（
間
伐
、
皆
伐
）

す
る
際
に
は
、
た
と
え
自
分
の
山

で
も
法
律
に
よ
り
届
出
や
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



津
野
ぶ
ら
チ
ケ
ッ
ト
始
ま
り
ま
す
！

　
　

広
報
７
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対
す
る
津

野
町
独
自
の
施
策
と
し
て
「
津
野
町
消
費
喚
起
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

高
知
市
に
あ
る
津
野
町
関
連
の
３
店
舗
で
買
い
物
・
食
事
を
さ
れ
た
方
に
「
津
野
ぶ
ら
チ
ケ
ッ
ト
」

を
配
付
し
、
津
野
町
ま
で
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
に
、
ま
た
町
内
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
「
津
野
ぶ
ら
チ
ケ
ッ
ト
」
は
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
と
商
品
券
が
一
体
と
な
っ
て
お
り
、

5 0 0

円
購
入
に
つ
き

１
ス
タ
ン
プ
を
押
印
。
６
ス
タ
ン
プ
押
印
（
３
千
円
分
購
入
）
さ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
は
、
千
円
分
の
商
品
券

と
し
て
津
野
町
内
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
外
の
お
知
り
合
い
の
方
に
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　
　

も
ち
ろ
ん
津
野
町
民
の
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
♪

【
チ
ケ
ッ
ト
配
付
店
舗
・

　
　
　

ス
タ
ン
プ
押
印
店
舗
】

【
ス
タ
ン
プ
押
印
期
間
】

・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
満
天
の
星

・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
瀬
戸
店

・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
十
津
店

※
高
知
市
の
３
店
舗
の
み
で
す
。

令
和
２
年
８
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
９
月
30

日

(

例)

500
円
購
入
↓
１
ス
タ
ン
プ

  

２
千
円
購
入
↓
４
ス
タ
ン
プ

※
６
ス
タ
ン
プ
貯
ま
れ
ば
千
円　

分
の
商
品
券
と
な
り
ま
す
。

【
チ
ケ
ッ
ト
利
用
期
間
】

令
和
２
年
８
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
12

月
31

日

【
チ
ケ
ッ
ト
利
用
可
能
店
舗
】

津
野
町
商
工
会
加
入
事
業
者

※
詳
細
は
津
野
町
や
津
野
町
商　

工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲　

載
し

て
い
ま
す
。

津
野
ぶ
ら
チ
ケ
ッ
ト

は
、
町
外
か
ら
お
客
さ
ん
を
呼

び
込
み
、
町
内
の
商
店
を
元
気

に
し
た
い
と
い
う
、
町
内
経
済

活
性
化
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

な
る
、
大
変
お
得
な
チ
ケ
ッ
ト

で
す
。

　
　
津
野
町
行
き
の｢

チ
ケ
ッ
ト｣

を
持
っ
た
方
が
、一
人
で
も
多
く

津
野
町
へ
足
を
延
ば
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
に
。

津野ぶらチケット見本（青色）

５
千
円
で
１
万
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
が
買
え
る
! !

奥
四
万
十
・
じ
も
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
低
迷
し
て
い
る
観
光
の
活

性
化
の
た
め
、「
泊
ま
っ
て
、
食

べ
る
！
遊
べ
る
！
」
お
得
な
観

光
ク
ー
ポ
ン
を
、
奥
四
万
十
地

域
の
５
市
町
（
津
野
町
・
須
崎

市
・
四
万
十
町
・
中
土
佐
町
・

梼
原
町
）で
販
売
し
ま
す
。

　

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
高
知

県
民
と
し
て
い
る
の
で
、
地
元

の
人
（
県
民
）
が
地
元
（
奥
四
万

十
地
域
）
を
訪
れ
る
、
と
い
う

こ
と
か
ら
地
元
の
「
じ
も
」
を

取
り
「
奥
四
万
十
・
じ
も
旅
」
と

し
て
い
ま
す
。

【
ク
ー
ポ
ン
の
内
容
】

宿
泊
券
「
５
千
円
×
１
枚
」と

観
光
券
「
500
円
×
10
枚
」で

１
セ
ッ
ト
料
金
五
千
円

【
ク
ー
ポ
ン
利
用
期
間
】

令
和
２
年
８
月
１
日
〜

令
和
３
年
１
月
31

日

宿 泊 券・観 光 券 合 わせて

10,000円分のクーポン

 販売価格　５,000円

【
津
野
町
内
の
販
売
所
】

●
道
の
駅
布
施
ヶ
坂

●
風
車
の
駅

●
高
原
ふ
れ
あ
い
の
家
天
狗
荘

※
そ
の
他
奥
四
万
十
地
域
の
道

　
　

の
駅
な
ど
で
も
購
入
で
き
ま

　
　

す
。

※
１
人
に
つ
き
最
大
５
セ
ッ
ト　

　
　

ま
で
購
入
可
能
で
す
。

※
な
く
な
り
次
第
、
販
売
は
終

　
　

了
し
ま
す
。

【
利
用
可
能
施
設
】

じも旅クーポン見本（黄色）

み　ほ　ん

み　ほ　ん

久保浦　彩



東京のご自宅から、

ご指導してくれています

　

６
月
12

日
は
西
留
先
生
指
導

日
で
し
た
。
中
央
小
と
東
津
野

中
で
行
い
ま
し
た
が
、
西
留
先

生
は
県
を
ま
た
い
で
の
往
来
自

粛
期
間
中
の
為
、
津
野
町
に
は

来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
、
ご
自
宅
か
ら
直

接
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
の
自
宅
と
学
校
の
教
室
を

つ
な
ぎ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
て
い

た
だ
き
、「
ち
ょ
こ
っ
と
指
導
」で

し
た
。

　
　

管
理
職
と
と
も
に
指
導
を
メ

モ
し
な
が
ら
、
反
省
し
、
津
野
町

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
向
け
て
改
善

を
重
ね
て
い
く
例
年
通
り
の
よ

う
す
が
少
し
ず
つ
取
り
戻
せ
て

い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
小
中
連
携
授
業
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
中
央
小
学

校
５
年
生
の
算
数
「
小
数
の
割

り
算
」
の
終
末
で
、
東
津
野
中

学
校
の
数
学
の
先
生
が
「
方
程

式
」
な
ど
算
数
か
ら
数
学
へ
つ
な

が
る
視
点
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
　

今
年
度
よ
り
生
活
科
・
総
合

的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
と
し

て
、
高
知
大
学
客
員
教
授
の
白

川
景
子
先
生
が
町
内
小
中
学

校
に
指
導
に
来
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
夏

季
研
修
の
中
で
白
川
先
生
か
ら

「
本
気
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
分

事
と
し
て
繰
り
返
し
追
求
す
る

子
ど
も
」の
姿
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
と
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
、
各
校
で
年
間
指
導
計

画
を
見
直
し
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
む
に

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
を

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

今
回
は
小
学
校
の
指
導
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

葉
山
小
も
中
央
小
も
５
年
生

の
テ
ー
マ
は
「
米
作
り
」
で
し
た
。

棚
田
の
秘
密
を
探
る
た
め
に
、

実
際
に
棚
田
に
行
き
、
な
ぜ
、
狭

い
土
地
で
米
作
り
を
す
る
の
か

と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
芳
生
野
の
水
路
は
な
ぜ

下
か
ら
水
が
出
て
き
て
い
る
の
か
、

そ
の
理
由
を
知
り
た
く
な
り
ま

し
た
。
探
究
的
な
課
題
を
持
っ
た

子
ど
も
は
、
自
分
か
ら
調
べ
た
り

聞
き
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　
　

答
え
が
出
た
か
な
、
と
も
う
一

度
確
か
め
に
行
く
と
、
ま
た
、
新

た
な
疑
問
が
生
ま
れ
ま
す
。こ
う

し
て
身
近
な
人
・
も
の
・
こ
と
と

か
か
わ
り
な
が
ら
成
長
し
て
い

く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
指
導

法
に
つ
い
て
白
川
先
生
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

岡
本
あ
つ
よ
）

津
野
町
新
任
若
年
教
員
を

　
　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す

葉山小学校

井上寛太先生

白
川
先
生
指
導
日

西
留
先
生
指
導
日

　
　

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
兵

庫
県
の
神
戸
市
か
ら
来
ま
し

た
、
井
上
寛
太
と
い
い
ま
す
。

津
野
町
は
自
然
が
多
く
、
食

べ
物
も
お
い
し
く
て
、
と
て
も

良
い
と
こ
ろ
だ
な
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
に
も

慣
れ
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
日
子

ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
一
年
間
で
子
ど
も
た

ち
が
最
高
の
ク
ラ
ス
だ
っ
た

と
思
え
る
よ
う
に
、
私
自
身

も
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

中学校の数学で習うよ
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さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
や
事
故
な

ど
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
の
非
行
防
止
活
動
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
帰
宅
を
促
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
見
守
り
を
お
願
い

す
る
防
災
無
線
放
送
を
夏
休
み

期
間
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
は
、
平
成
30
年
度
道
徳

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
津
野
っ
子　

詩
」

町
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
島
﨑
千

尋
さ
ん
作
詞
の
「
笑
顔
の
生
産

者
」（
作
曲
：
ち
ひ
ろ
さ
ん
）の
曲

に
乗
せ
て
、
町
内
放
送
を
行
い
ま

す
。

　
　

津
野
町
の
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
心
を
育
て
る
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
な
見
守
り

が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

こ
の
放
送
を
お
聞
き
に
な
り
、

ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

○
放
送
期
間　

８
月
１
日
〜
24

日
ま
で（
夏
休
み
期
間
）

○
放
送
時
間　

毎
日
午
後
６
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

教
育
委
員
会　

伊
藤 

雅
代

～開館カレンダー～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
図
書
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
関
先
に
立

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
ら
れ
た　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
夕
の
笹
が
た

く
さ
ん
の
短
冊
や
七
夕
飾
り
で
華

や
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
な

ば
た
飾
り
は
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー「
新
田
く
つ
ろ
ぎ
家
」「
せ

ん
だ
ん
」の
み
な
さ
ん
が
心
を
こ
め

て
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
図
書
館

に
来
館
し
た
方
も
、
こ
の
鮮
や
か

な
笹
に
び
っ
く
り
。
み
な
さ
ん
思
い

思
い
の
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て

く
れ
ま
し
た
。
高
知
市
か
ら
来
た

４
歳
の
男
の
子
は
「
家
族
み
ん
な
で

お
魚
に
な
り
た
い
」
と
お
願
い
を

書
い
た
短
冊
を
お
か
あ
さ
ん
と
力

を
あ
わ
せ
て
笹
に
か
ざ
っ
て
い
ま

し
た
。

開館時間：午前10時～午後6時

休館日：毎週火曜・祝日・第4金曜
８月休館日【4日,10日,11日,18日,25日,28日】

　
　

勉
強
は
何
の
た
め
に
や
る
の

だ
ろ
う
、
誰
の
た
め
に
や
る
の
だ

ろ
う
と
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
テ
ス
ト
が
あ
る
か
ら
、
進

学
の
た
め
、
ほ
め
て
も
ら
え
る
か

ら
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
　

さ
て
、
以
前
聞
い
た
次
の
話

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。　

　
　

２
０
０
４
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の
折
に
、
タ

イ
の
マ
イ
カ
オ
ビ
ー
チ
で
100

人

も
の
命
を
救
っ
た
10
歳
の
少
女

が
い
ま
し
た
。
そ
の
少
女
は
母

親
と
一
緒
に
海
水
浴
に
来
て
い

ま
し
た
。
ス
マ
ト
ラ
で
大
き
な
地

震
が
起
き
た
こ
と
は
ま
だ
知
ら

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
砂

浜
で
遊
ん
で
い
る
と
急
に
波
が

大
き
く
沖
へ
引
き
始
め
、「
こ
れ

は
大
き
な
津
波
の
前
触
れ
で
は

な
い
か
」
と
疑
い
ま
し
た
。
少
女

は
少
し
前
に
地
理
の
授
業
で

「
大
津
波
の
前
に
は
そ
の
前
ぶ

れ
と
し
て
海
岸
の
波
が
大
き
く

引
く
」
と
習
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
少
女
が
母
親
に
そ
の

こ
と
を
知
ら
せ
る
と
、
母
親
は

娘
の
判
断
を
信
じ
て
、
係
り
の

人
た
ち
に
、
皆
に
危
険
を
知
ら

せ
て
す
ぐ
に
避
難
す
る
よ
う
説

得
し
ま
し
た
。

　
　

係
り
の
人
た
ち
も
危
機
を
感

じ
て
、
海
水
浴
客
に
危
険
が
迫

っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
高
台

に
避
難
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
100
人
余
り
の

客
が
津
波
の
犠
牲
に
な
ら
ず
に

す
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
　

地
理
の
勉
強
を
し
て
い
る
時

に
こ
ん
な
場

面
に
あ
う
と
か
、

多
く
の
人
を
救
う
こ
と
に
な
る

と
考
え
な
が
ら
先
生
の
話
を
聞

い
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。「
大
津

波
が
来
る
前
に
、
海
岸
の
波
が

大
き
く
引
く
」
と
い
う
簡
単
な

知
識
が
、
大
変
な
価
値
を
も
っ

て
い
る
な
ど
と
考
え
た
で
し
ょ
う

か
。
改
め
て
勉
強
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

《
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
つ
ぶ
や
き
》

何
の
た
め
に
勉
強
し
ま
す
か

　

津
野
町
教
育
委
員
会
Ｓ
Ｓ
Ｗ

　
　
　
　
　
　
（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
寿
義
人

青
少
年
育
成
津
野
町
民
会
議

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ



　
　

み
な
さ
ん
、　

こ
ん
に
ち
は
！

津
野
町
の
み
な
さ
ん
は
私
た
ち
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
ど
ん
な
英
語
の
授
業
を
し

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
思
う

の
で
、　

今
回
は
こ
ど
も
園
で
の
よ

う
す
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　

私
た
ち
は
さ
く
ら
ん
ぼ
園
と

に
じ
い
ろ
園
に
毎
月
１
回
行
き
ま

す
。
事
前
準
備
と
し
て
、　

ま
ず
テ

ー
マ
を
決
め
、　

園
児
で
も
言
い
や

す
い
単
語
を
選
び
、　

そ
れ
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
を
考
え
ま
す
。　

英
語

の
言
葉
を
聞
い
た
り
言
っ
た
り
し

て
、　

楽
し
く
授
業
が
出
来
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。　

そ
の
授

業
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、　

ま
ず
、　

英
語
で
の
挨
拶
。　

そ
し

て
前
月
の
授
業
の
復
習
を
し
ま
す
。

　

そ
の
後
で
、
新
し
い
言
葉
を
練
習

し
ま
す
。　

６
月
の
テ
ー
マ
は　
„
野

菜
“
。　

私
た
ち
は
５
個
の
新
し
い

野
菜
の
言
葉
„p

o
ta

to

、to
m

a
-

t
o

、c
a

b
b

a
g

e
、c

o
r
n

、
と 

c
a
r
r
o
t

“
を
選
び
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
何
回
も
そ
の
言
葉
を

繰
り
返
し
て
も
ら
い
、　

そ
の
後
で

そ
の
言
葉
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
し

ま
す
！

　
　

今
回
、　

さ
く
ら
ん
ぼ
園
で
は
、

　
„
マ
ッ
チ
ン
グ
ゲ
ー
ム
“　

を
し
ま

し
た
。　

日
本
の
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム

の　
「
神
経
衰
弱
」　

と
同
じ
で
す
。

初
め
に
習
っ
た
野
菜
の
単
語
の
絵

が
描
か
れ
て
い
る
カ
ー
ド
を
裏
に

し
て
置
い
て
お
き
、　

一
人
ず
つ
、　

二
枚
の
カ
ー
ド
を
選
ん
で
、　

表
に

し
た
時
に
そ
の
野
菜
の
名
前
を
英

語
で
言
い
ま
す
。　

同
じ
カ
ー
ド
を

取
れ
た
ら
ゲ
ッ
ト
、　

同
じ
カ
ー
ド

で
な
い
時
は
次
の
人
に
変
わ
り
ま

す
。　

み
ん
な

ち
ゃ
ん
と
英

語
で
言
え
て

良
く
で
き
て

い
ま
し
た
！

　
　

に
じ
い
ろ

園
で
は
、　

リ

レ
ー
み
た
い

な
ゲ
ー
ム
を

し
ま
し
た
。　

ス
タ
ー
ト
地

点
に
子
ど
も

た
ち
は
４
つ
の
チ
ー
ム
で
並
び
、　

少
し
離
れ
た
所
に
た
く
さ
ん
の

野
菜
カ
ー
ド
を
置
い
て
お
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
野
菜
の
名
前
を
一
つ

だ
け
英
語
で
言
う
と
、　

最
初
の

４
人
の
子
ど
も
は
そ
の
カ
ー
ド
に

向
か
っ
て
走
り
ま
す
。　

私
た
ち
が

言
っ
た
言
葉
と
同
じ
意
味
の
カ
ー

ド
を
探
し
て
取
り
、　

ス
タ
ー
ト

地
点
に
戻
り
ま
す
。　

例
え
ば
、　

私
た
ち
が　
„c

a
r
r
o

t

“
と
言
っ

た
ら
、　

子
ど
も
た
ち
は
人
参
の

絵
が
描
か
れ
て
い
る
カ
ー
ド
を
走

っ
て
取
り
に
行
き
ス
タ
ー
ト
地
点

に
戻
り
次
の
人
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。　

み
ん
な
ち
ゃ

ん
と
英
語
が
聞
き
と
れ
て
ま
し
た

よ
。

　
　

ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ
た
後
は
そ
の

日
の
感
想
を
聞
き
ま
す
。　

そ
し

て
最
後
に
、　

私
た
ち
は
シ
ー
ル

を
み
ん
な
に
あ
げ
ま
す
。　

み
ん

な
は　
„S

tic
k

e
r

　

p
le

a
s
e

！

（
シ
ー
ル
を
く
だ
さ
い
）
“
と
ち
ゃ

ん
と
英
語
で
言
う
の
で
す
ご
い
と

思
い
ま
す
！

　
　

私
た
ち
は
保
育
園
に
行
く
こ

と
が
す
ご
く
好
き
で
す
！
子
ど

も
た
ち
は
い
つ
も
英
語
の
授
業
を

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
は
子
ど
も
た
ち
が
ず
っ
と
こ
の

ま
ま
頑
張
っ
て
英
語
を
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
！
み
な
さ
ん
、

お
家
で
も
英
語
で
野
菜
の
名
前

を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
！



水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

くぼかわ病院

くろしお病院くろしお病院くぼかわ病院

くぼかわ病院 くろしお病院

くろしお病院

くろしお病院

くろしお病院

くろしお病院

くぼかわ病院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶収集日 ペットボトル収集日

くぼかわ病院

76 8

13 15

21

14

1

くろしお病院

20

くぼかわ病院

22

くろしお病院

28

くろしお病院

27

5

12

19

30

くぼかわ病院

2926
ちっちクラブ
ところ：西庁福祉交流センター

と　き：午前９時～正午

献血
役場西庁舎：午前9時30分～午前11時

役場本庁舎：午後1時～午後2時30分

里楽：午後3時30分～午後4時30分

幼児健診
ところ：総合保健福祉センター

受　付：対象者に個別に受付時間

　　　　を設定した案内文書を送

　　　　付します。

ちっちクラブ
ところ：町立図書館かわうそ館

と　き：午前９時～正午

しずくちゃん広場

（小児救急医療講習会）
ところ：総合保健福祉センター

受　付：午前10時15分

　　　　～午前10時45分

　　新聞、雑誌、ダンボールは、役場本庁・

西庁の無人回収場所で、毎日無料で受け

入れています。

（受け入れ時間：午前8時30分～午後5時

まで）

※整理整頓をして置くようにしてください。

※イベント等の開催

中止について

　新型コロナウイルス感染防止の
ため、イベント等中止となる場合
があります。
　ご理解ご協力の程よろしくお願
いします。

循環器健診結果報告会
ところ：西庁福祉交流センター 

とき：

午前9時30分～正午（要予約）   

午後1時30分～午後4時（当日参加可）



高 陵 病 院大 西 病 院

くぼ か わ病 院

432

くろしお病 院

11109

くろしお病 院

1817

くろしお病 院

16

くろしお病 院 高 陵 病 院

24 25

高 陵 病 院

くぼ か わ病 院

くろしお病 院

23

梼 原 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ

西地区(東津野地域)

不燃ごみ・粗大ごみ

予防接種(～21日まで)
(二種混合、麻しん、風しん、日本脳炎) 

と　き：

午前の部(月～金)８時30分～11時30分

午後の部(月・火・金)１時30分～４時15分

ところ：つのやまクリニック

東地区（葉山地域）

口座振替

固定資産税　２期

31

高 陵 病 院

30

くぼ か わ病 院

納付期限

固定資産税　２期

と　き：午前8時30分～午後5時

ところ：大谷収集場

と　き：午前8時30分～正午

ところ：宮谷堆肥センター

ビン・缶・ペットボトル
     東地区（葉山地域）

ビン・缶・ペットボトル
     東地区（葉山地域）

循環器健診結果報告会
ところ：西庁福祉交流センター 

とき：

午前9時30分～正午（要予約）   

午後1時30分～午後4時（当日参加可）

（山の日）



訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
認

定
こ
ど
も
園
「
わ
く
わ
く
園
」
の
遠

足
が
、
６
月
25

日
に
行
わ
れ
、
園
児

た
ち
は
目
的
地
を
め
ざ
し
て
一
生

懸
命
歩
き
ま
し
た
。

　
　

こ
の
う
ち
、
３
、
４
歳
児
は
銀
河

公
園
を
め
ざ
し
、
お
弁
当
の
入
っ

た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
水
筒
を
持
っ

て
が
ん
ば
っ
て
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
　

目
的
地
で
は
、
公
園
の
遊
具
で

遊
ん
だ
あ
と
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
芝

生
に
座
り
、
お
弁
当
を
お
い
し
そ

う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
５
歳
児
は
親
子
遠
足
と

し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
で

合
流
し
た
保
護
者
と
一
緒
に
公
園

内
を
散
策
し
、
昼
は
お
弁
当
を
食

べ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
園
遠
足

　
　
　
　
お
い
し
い
お
弁
当
に
満
面
の
笑
み



　
　

ぞ
う
組
は
６
月
中
旬
よ
り

Ｂ
＆
Ｇ
の
プ
ー
ル
に
行
っ
て
い
ま

す
。｢

お
片

付
け
す
る
で
！｣

「
何
で
？｣

｢

だ
っ
て
プ
ー
ル
行

く
が
で｣

｢

あ
、
そ
っ
か
」
と
み
ん

な
で
プ
ー
ル
の
準
備
に
取
り
掛

か
っ
て
い
ま
す
。
体
操
も
し
っ
か

り
行
っ
て
「
い
っ
て
き
ま
す
」
と

出
か
け
て
い
ま
す
。
初
日
は
水

の
冷
た
さ
と
深
さ
に
緊
張
し
て

体
が
硬
い
感
じ
で
し
た
が
、
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
力
が
抜

け
て
、
水
に
浮
く
心
地
よ
さ
が

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
先
生
見
よ
っ
て
よ
」
と
言
っ
て

は
『
う
さ
ぎ
泳

ぎ
』『
は
ら
泳

ぎ
』『
む
し
泳
ぎ
』
な
ど
と
自
分

た
ち
で
考
え
つ
い
た
動
き
を
し

た
り
、
ビ
ー
ト
板
を
抱
え
て
『
ら

っ
こ
泳
ぎ
』
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
道
具
の

共
有
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ビ
ー
ト
板
を
作

り
、
個
人
持
ち
に
し
て
い
ま
す
。

注
ぎ
口
が
持
ち
手
と
な
る
こ
と

で
、
バ
タ
足
が
し
や
す
か
っ
た
り
、

引
っ
張
っ
て
も
ら
っ
て
進
む
楽
し

さ
が
味
わ
え
た
り
す
る
の
で
良

い
こ
と
も
あ
り
、
水
遊

び
の
楽
し
さ
を
存

分

に
味
わ
え
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園
　
さ
く
ら
ん
ぼ
園

『
大
好
き
な
プ
ー
ル
遊
び
』

　
　

Ｊ
Ａ
さ
ん
と
植
え

た
野
菜
が
出
来
始
め

ま
し
た
。｢

先
生
！
見

て
！
お
っ
き
い
の
が
で

き
ち
ゅ
う｣

と
自
分
の

プ
ラ
ン
タ
ー
の
水
や
り

を
し
た
こ
ど
も
の
嬉
し

い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
今
は
キ
ュ
ウ
リ
が

ど
ん
ど
ん
育
ち
、
４
本

収

穫
で
き
た
子
も
い

ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜
を
持
っ

て
給
食
室
の
先
生
に
「
お
料
理

お
願
い
し
ま
す
」
と
届
け
て
い

ま
す
。
塩
も
み
に
し
て
食
べ
て

子
ど
も
た
ち
の
熱
中
症
予
防

に
役
立
っ
て
い
ま
す
よ
。
ト
マ
ト

も
小
さ
い
青
い
実
が
出
来
て
い

て
「
早
く
赤
く
な
ら
な
い
か
な

あ
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
水
や
り
の
お
世
話
や

観
察
に
も
真
剣
な
眼
差
し
の

子
ど
も
た
ち
の
心
に
は
、
愛
情

持
っ
て
植
物
を
育
て
る
優
し
い

気
持
ち
が
ぐ
ん
ぐ
ん
大
き
く

育
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
採
れ
た
よ
！
」



　今月号では精華小学校・葉山中学校の

児童・生徒の作品をご紹介します。

みんなの作品

　　　
編
集
後
記

　
　

こ
の
度
新
し
く
広
報
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

企
画
調
整
課
別
府
薫
と
申
し

ま
す
。７
月
１
日
付
け
で
介
護

福
祉
課
か
ら
異
動
し
て
き
ま

し
た
。
が
ら
り
と
変
わ
っ
た

担
当
業
務
に
、
楽
し
み
半
分
、

不
安
半
分
と
い
っ
た
気
持
ち

で
す
。
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ

ま
に
楽
し
ん
で
読
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

さ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
暑
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
熱
中

症
の
危
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、

し
ん
ど
い
な
と
思
っ
た
ら
、
無

理
せ
ず
休
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
事
務
局)

はじめてのおたんじょうび

　　初めまして、お兄ちゃんが大好

きな茉里です！

　　だんだん歩けるようになり、お兄

ちゃんを追いかけています！

　　よろしくお願いします！

別府　薫
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